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履修年次 備考

数学の三大分
野である代数
学、幾何学、
解析学の基本
的な知識を体
系的に理解
し、応用数学
や情報数学、
データサイエ
ンス等にそれ
らを用いること
ができる基本
的な素養を身
に付けていま

数学が科学や
社会の発展に
果たす役割を
理解していま
す。

統計学や機械
学習を学び、
データサイエ
ンスを科学に
活用するため
の素養を身に
付けていま
す。

コミュニケーション・スキル：
数学やその応用に関する
様々な知見を、根拠・理由と
ともに理路整然と説明するた
めのプレゼンテーション能力
や文書作成を行える日本語
能力を身に付けています。ま
た、他者の説明からその主
張及び論理的妥当性を判断
し、議論によってその理解を
深化させることができます。
将来、様々な知識を身に付
ける上で必要な英語の基礎
能力を備えています。

数量的スキル：
自然や社会現
象を数理的立
場からモデル
化し、理解・分
析する能力を
身に付けてい
ます。

データサイエン
ス： データサイ
エンスにおける
数学の役割を
説明することが
できます。

論理的思考能
力： 数学に関
連する様々な
定理や命題に
対して、それら
が成り立つ根
拠を、公理や定
義から論理的
に説明すること
ができます。

問題解決能力： 数理
科学に関する様々な
課題に対して、その課
題を解決するための
問題点を発見し、必要
な情報を自ら収集・分
析・整理することで問
題解決を行うことがで
きます。さらに、得られ
た解決手法を改良・一
般化することによっ
て、幅広い問題の解
決に応用することがで
きます。

情報リテラ
シー： 様々な
手段を用いて
問題解決のた
めの必要な情
報を収集し、そ
の情報の妥当
性を適正に判
断し、情報モラ
ルに則って効
果的に活用す
ることができま
す。

数理科学の学
修を通し、広く社
会で活躍するた
めの自己を管理
しチームワーク
で仕事を進める
能力を身に付け
ています。さら
に、社会人とし
ての倫理観や社
会的責任を持っ
て行動をとる態
度を身に付けて
います。

数理科学に関連
する様々な課題
を解決する中で
獲得してきた知
識や技能、創造
的な思考を総合
的に活用し、横
断的な知識や技
能が要求される
より高度な問題
を解決することが
できる創造的思
考力を身に付け
ています。

基礎セミナー 基礎セミナー 2 ◎ 2 〇
データ科学と社会 Ⅰ 1 ◎ 〇 〇 ◎ ◎ ◎ ◎
データ科学と社会 Ⅱ 1 ◎ 〇 〇 ◎ ◎ ◎ ◎

知的財産教育 知的財産入門 1 ◎ 1 〇
運動健康科学 運動健康科学 1 ◎ 1 〇
山口と世界 山口と世界 1 ◎ 1 〇 〇

知の広場 1 ◎ 〇 〇
キャリア教育 1 ◎ 〇 〇
英語Ⅰaまたは英語Ⅱa 2 ◎ 〇 〇
英語Ⅰbまたは英語Ⅱb 2 ◎ 〇 〇
英語会話Ⅰaまたは英語会話Ⅱa 1 ◎ 〇 〇
英語会話Ⅰbまたは英語会話Ⅱb 1 ◎ 〇 〇

哲学 哲学 1 ◎ 1 〇
歴史学 歴史学 1 ◎ 1 〇
社会学 社会学 1 ◎ 1 〇

経済と法１ 1 ◎ 〇
経済と法２ 1 ◎ 〇
経済と法３ 1 ◎ 〇
人間の発達と育成１ 1 ◎ 〇
人間の発達と育成２ 1 ◎ 〇
文化の継承と創造１ 1 ◎ 〇
文化の継承と創造２ 1 ◎ 〇

社会と医療 社会と医療 1 ◎ 1 〇
環境と人間 環境と人間 1 ◎ 1 〇
食と生命 食と生命 1 ◎ 1 〇

日本国憲法 2
スポーツ運動実習 1
国際展開科目Ａ１ 1
国際展開科目Ａ２ 2
国際展開科目Ｂ１ 1
国際展開科目Ｂ２ 2
地域展開科目Ａ１ 1
地域展開科目Ａ２ 2
地域展開科目Ｂ１ 1
地域展開科目Ｂ２ 2
知財展開科目Ａ１ 1
知財展開科目Ａ２ 2
知財展開科目Ｂ１ 1
知財展開科目Ｂ２ 2
ユニバーサルデザイン展開科目Ａ１ 1
ユニバーサルデザイン展開科目Ａ２ 2
ユニバーサルデザイン展開科目Ｂ１ 1
ユニバーサルデザイン展開科目Ｂ２ 2
総合科目Ａ１ 1
総合科目Ａ２ 2
総合科目Ｂ１ 1
総合科目Ｂ２ 2
DX概論 2
地域学 2
DXPBL 2
数学I 2 ◎ ◎ 〇 〇
数学Ⅱ 2 ◎ ◎ 〇 〇
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数理科学入門 2 ◎ 1前 ◎ 〇 ◎ ◎ 〇
微分積分学Ⅰ 4 ◎ 1後 ◎ 〇 ◎ ◎ 〇
線型代数学基礎Ⅰ 2 ◎ 1前 ◎ 〇 ◎ ◎ 〇
線型代数学基礎Ⅱ 2 ◎ 1後 ◎ 〇 ◎ ◎ 〇
数理科学入門セミナー 2 ◎ 1前 ◎ ◎ ◎
微分積分学Ⅱ 4 ◎ 2前 ◎ 〇 ◎ ◎ 〇
微分積分学Ⅲ 4 ◎ 2後 ◎ 〇 ◎ ◎ 〇
集合と位相Ⅰ 4 ◎ 2前 ◎ 〇 ◎ ◎ 〇
集合と位相Ⅱ 4 ◎ 2後 ◎ 〇 ◎ ◎ 〇
線型代数学Ⅰ 4 ◎ 2前 ◎ 〇 ◎ ◎ 〇
線型代数学Ⅱ 4 ◎ 2後 ◎ 〇 ◎ ◎ 〇
データサイエンス技術Ⅰ 1 ◎ 2前 ◎ 〇 〇
データサイエンス技術Ⅱ 1 ◎ 2前 〇 ◎ ◎
データサイエンス応用 2 ◎ 2前 ◎ ◎ 〇 〇 〇
数理データサイエンス技術演習 2 ◎ 2後 ◎ ◎ ◎ 〇 ◎
数理データサイエンス発展 4 ◎ 2後 ◎ 〇 〇
現代数学展望 2 ◎ 3前 ◎ 〇 ◎ ◎ 〇
数理科学基礎セミナー 2 ◎ 2前 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎
数理科学発展セミナー 4 ◎ 3後 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 〇
特別研究 10 ◎ 4 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎
物理学概論 2 ○ 1後 〇 〇 ◎
化学概論 2 ○ 2前 〇 〇
生物学概論 2 ○ 1前 〇 〇
地学概論 2 ○ 2前 〇
解析学 4 ○ 3前 ◎ 〇 ◎ ◎ 〇
幾何学 4 ○ 3前 ◎ 〇 ◎ ◎ 〇
代数学 4 ○ 3前 ◎ 〇 ◎ ◎ 〇
応用数理 2 ○ 3前 ◎ 〇 ◎ ◎ 〇
情報数理 2 ○ 3前 ◎ 〇 ◎ ◎ 〇
代数学展開Ⅰ 2 3後、4後 ◎ 〇 ◎ ◎ 〇
代数学展開Ⅱ 2 3後、4後 ◎ 〇 ◎ ◎ 〇
幾何学展開Ⅰ 2 3後、4後 ◎ 〇 ◎ ◎ 〇
幾何学展開Ⅱ 2 3後、4後 ◎ 〇 ◎ ◎ 〇
解析学展開Ⅰ 2 3後、4後 ◎ 〇 ◎ ◎ 〇
解析学展開Ⅱ 2 3後、4後 ◎ 〇 ◎ ◎ 〇
応用・情報数理展開Ⅰ 2 3後、4後 ◎ 〇 ◎ ◎ 〇
応用・情報数理展開Ⅱ 2 3後、4後 ◎ 〇 ◎ ◎ 〇
確率・統計 2 3後、4後 〇 ◎ ◎ 〇
数理科学企画研究 2 1前～4後 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎
数理科学トピック 1 1前～4後 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎
特殊講義Ⅰ 1 2前～4後 ◎ 〇 ◎ ◎ 〇 ◎
特殊講義Ⅱ 2 2前～4後 ◎ 〇
学外実習Ⅰa 1 2前～3後 ◎ ◎ ◎
学外実習Ⅰb 2 2前～3後 ◎ ◎ ◎
学外実習Ⅱ 1 3前～4後 ◎ ◎ ◎
専門英語１ 2 2前～4後 ◎ ◎
専門英語２ 2 2前～4後 ◎ ◎
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